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 研究 II では、大規模市販後報告データに基づき、副作用の背景となる共通の仕組みを検
出することを目的とした。FDA	 Adverse	 Event	 Reporting	 Systems（FAERS）から市販後有害

































いる 685 個の薬物を用いて、1,386 個の標的タンパク質の対応関係と、同じ 685 個の薬
物に対する 1,339 種類の副作用の対応関係とを入力とした。抽出された各グループに






	 薬物の大規模市販後報告データを用いた後半の研究では、米国 FDA が提供する市販
後報告データから 1,317 個の薬物と 1,375 種類の副作用からなる頻度行列を構築し、
バイクラスタリングを適用した。その結果、互いに相関する薬物と副作用のクラスタ
を 163 個抽出できた。抽出された各クラスタにおける薬物と副作用を適応症と副作用









1 月 14 日に論文内容とそれに関連した口頭試問を行った。その結果、合格と認めた。	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